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症例区分：当該腫瘍の初回診断および初回治療の過程に、自施設でどのように

 関係したかを判断するための項目。
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男

女

京丹後市

34.7%

宮津市

25.1%

与謝野町

29.5%

舞鶴市

5.0%

伊根町

4.4%

綾部市

0.4% その他

0.9%

診療圏別(2021年症例)

68%
12%

10%

5%
3%

2%

症例区分別(2021年症例)

自施設診断・自施設治療開始

診断のみ

他施設診断・自施設治療開始

初回治療終了後

他施設診断・自施設治療継続

自施設診断・自施設治療継続



来院経路：当該腫瘍の診断･治療のため、がん患者がどの ような経路に

よって自施設を受診したのかを把握する項目。

発見経緯：当該腫瘍が診断される発端となった状況を把握するための項目。

その他の項目には、自覚症状による受診を含む。

他施設紹介

61%

自主受診

23%

他疾患経過

観察

16%

来院経路別(2021年症例)

その他

51%他疾患経過

観察

28%

がん検診･

健診等

17%

不明

4%

発見経緯別(2021年症例)



部位別治療割合（2021年症例）

内視鏡のみ

33%

手術+薬物療法

19%

手術のみ

17%

薬物療法のみ

13%

経過観察

13%

放射線治療のみ

3%

放射線治療+薬物療法

2%

胃

手術のみ

31%

内視鏡のみ

30%

手術+薬物療法

18%

経過観察

13%

薬物療法のみ

4%

放射線治療のみ

1%

手術+放射線治療

1%

手術／放射線治療＋

薬物療法

1%

放射線治療＋薬物療法

1%

大腸



手術のみ

41%

薬物療法のみ

17%

その他

18%

経過観察

18%

薬物療法+その他

6%

肝臓

経過観察

55%

薬物療法のみ

27%

放射線治療のみ

2%
放射線治療＋薬物療法

1%

肺

手術＋薬物療法

34%

放射線治療のみ

21%

経過観察

21%

薬物療法のみ

11%

手術／放射線治療

+薬物療法

9%

手術のみ

4%

乳房


